客員研究員受入申請書

　　年　　月　　日

学　　　　　長　　様

所属　理学研究科長
氏名　　　○○　　○○

※　公印は不要
　下記により、客員研究員を受け入れたいのでご承認くださるようお願いいたします。

記

１　氏　　名

２　現　　職

３　研究題目
４　研究期間
５　共同研究者または研究協力者

６　付与称号名

（備考）

教授会承認日　　　　年　　　月　　　日
＜相手方が海外の研究者の場合、安全保障輸出管理規程に基づき手続きが必要です。＞
　　　事前チェックリスト　承認日　　　年　　　月　　　日
添付資料

①客員研究員調書
②研究計画の概要
③誓約書
※(海外の機関等に所属する者の場合)事前チェックリスト(写)
　(規程第2条第1項該当用)

(新規・継続)※
	客員研究員調書
	客員教授
客員准教授
客員研究員
	※
　所属　　　　　　　


	フリガナ
氏名
	男・女
(満　　歳)

	現職
	(国籍：　　　　)

	研究題目
	　

	研究期間
	　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

	最終学歴
	　　　　年　　　月　　　　　　　　　　　　 (学位：　　　　)

	主な職歴
	　　　　年　　　月

	共同研究者又は研究協力者
	　

	業績
(主要論文・著書等)
	　

	経費負担
	　


　※(　　)内は該当するものを○で囲むこと
誓　　約　　書

令和　　年　　月　　日
大阪市立大学長　様

住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　印

（自　署　又は記名・押印）

貴学理学研究科の客員研究員として、下記事項を厳守履行することを誓約致します。

記

　１．貴学の諸規則及びその他の指示事項を堅く守ること。

　２．反社会的勢力（暴力団、暴力団関係者、暴力団関係企業、総会屋又はこれらに準ずる団体）と関係を持っておらず、将来においても一切持たないこと。

　３．貴学の信用と品位を失墜させぬよう行動すること。

　４．研究不正行為（捏造、改ざん、盗用、経費の不正使用など）が無いように研究に従事すること。

　５．利益相反の適正な管理のもと研究に従事すること。

　６．委嘱中に知り得た機密・個人情報について、一切漏えいしないこと。

　７．故意または過失により貴学に損害を与えた際は、その賠償責任を負うこと。

以上

Pledge

To the President of Osaka City University

I pledge to abide by the following articles.

（1）To obey the rules set by Osaka City University (hereafter referred to as “the University”).

（2）To refrain from involving with antisocial forces.

（3）To refrain from bringing the University into disrepute.

（4）To refrain from conduct an illegal Activities on research.

（5）To keep confidential any kind of personal information.

（6）To accept responsibility for payment of any debts I might incur in Japan

（7）To comply with the Foreign Exchange and Foreign Trade Act of Japan’s Laws which prohibiting exporters or suppliers, regardless of Japanese and foreigners, from exporting any sensitive goods and providing any sensitive technologies including goods/technologies related to Weapons of Mass Destruction controlled by the list regulation and/or catch-all regulation.

Date                                                                             

Address                                                                          

Name                                                                            

Signature                                                                          

※参考　誓約書（英語版の日本語訳）
大阪市立大学学長　様
私は、次の事項を守ることを誓約します。
(1) 大阪市立大学における諸規則に従う
(2) 反社会的組織に関与しない
(3) 大阪市立大学の信用を傷つけ、不名誉な行為をしない
(4) 研究不正行為を行わない
(5) 個人情報に関する情報は口外しない
(6) 日本において債務を負った際は、自己の責任において弁済する
(7) 日本の外国為替および外国貿易管理法を遵守し、大量破壊兵器等の規制貨物の輸出および規制技術の提供をしない
日付                                                                            
住所                                                                            

名前                                                                            
サイン                                                                          
①(新規・継続)※

	
客員研究員調書
	客員教授

客員准教授

客員研究員

	※②
③　所属 ○○研究科　

	フリガナ

氏名
	④　スギモト　タロウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑥男・女 
⑤　杉　本　太　郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑦(満50歳)

	現職
	⑧
○○大学○○学研究科　教授　　　　　　　　　　　⑨(国籍：日本)

	研究題目
	⑩　　　　○○○に関する研究

	研究期間
	⑪　令和元年10月1日　～　令和２年9月30日
（既承認期間　平成30年10月1日～令和元年9月30日）

	最終学歴
	⑫　平成元年　3月　　　　　　　　　　 (学位：博士（○○）)

	主な職歴
	⑬　 平成○年○月　　○○大学○○学研究科　准教授　
　　平成○年○月　　○○大学○○学研究科　教授

　　　平成○年○月～　＊＊＊＊＊学会　理事

	共同研究者又は研究協力者
	⑭  ○○研究科ＸＸ専攻　教授　市大花子

	業績
(主要論文・著書等)
	⑮
1.論文・総説：著者名、タイトル、掲載誌名、巻号、頁、発表年（月）等

2.国際会議・シンポジウム・口頭発表：著者名、タイトル、シンポジウム名、場所、年月、巻号、頁、出版元、出版年等

3.著書：著者名、題目、出版元、出版年等

＜連名・共著の場合の取扱い＞

記載順に全員の氏名を記載する。ただし、連名、共著者が多い場合には、少なくとも第１著者名、他何名とし、申請者が何番目の著者にあたるかがわかるように記載する。

※客員研究員規程第3条第3号による受け入れの場合など、業績を主要論文・著書等によることができない場合は、特に受け入れを必要とする理由がわかるように、業績の内容を記載すること。

	経費負担
	⑯　　（自己負担不可）　　経費負担が明確である事


※(　　)内は該当するものを○で囲むこと
客員研究員調書　記入上の注意
※数字は全て半角で記載してください

【標題部分】

①②該当するものを○で囲む　※②については【格付の基本的な考え方】を参照のこと
【所属】

③各部局名を記入。学部名ではなく研究科名とし、「大学院」は省略
【氏名】

④氏名の読みをカタカナで記入

⑤漢字氏名を記入

※外国人等で漢字表記が不可の場合はアルファベット表記とする

⑥該当するものを○で囲む

⑦研究期間開始日時点での満年齢を記入
【現職】

⑧研究期間開始日時点で主として所属する機関・役職を記入
※研究期間開始日時点で主な職がない場合は基本的に「無職」と記入する。それにより難い場合は、直近（研究開始日時点の半年以内）の所属機関・役職等といつまで所属していたかをカッコ書きで記入する
⑨国籍を記入
※正式名称を基本とするが、長文になる場合は一般的に使用されている表現も可とする。
＜表記例＞中華人民共和国　台湾　大韓民国　アメリカ　イギリス　フランス　ドイツ

タイ　インドネシア　ロシア　ウクライナ　オーストラリア　　等

【研究題目】
⑩本学で客員研究員として取り組む研究題目を記入

【研究期間】

⑪客員研究員として申請する期間を記入。継続の場合は2段書きにし、2段目に「（既承認期間　○月○日～○月○日）」と明記する
※研究開始日は決裁終了日以後で期間は1年以内とする。

【最終学歴】

⑫最終学歴および取得学位を記入

【主な職歴】

⑬主な職歴を記入
【共同研究者又は研究協力者】

⑭大阪市立大学の共同研究者又は研究協力者のうち代表となる者を、研究科名、専攻、補職名、氏名の順に記入

【業績(主要論文・著書等)】

⑮主な研究業績を日本語又は英語で客員研究員調書全体が1ページに収まるように記入

※当該分野の学会等で標準的に使用されている文献等の記載方法に従い記入する
基本的な項目は以下のとおり
1.論文・総説：著者名、タイトル、掲載誌名、巻号、頁、発表年（月）等

2.国際会議・シンポジウム・口頭発表：著者名、タイトル、シンポジウム名、場所、年月、巻号、頁、出版元、出版年等

3.著書：著者名、題目、出版元、出版年等

＜連名・共著の場合の取扱い＞
記載順に全員の氏名を記載する。ただし、連名、共著者が多い場合には、少なくとも第１著者名、他何名とし、申請者が何番目の著者にあたるかがわかるように記載する。
※客員研究員規程第3条第3号による受け入れの場合など、業績を主要論文・著書等によることができない場合は、特に受け入れを必要とする理由がわかるように、業績の内容を記載すること。
【経費負担】

⑯研究経費を負担する機関名を、外部資金による場合はその経費名を記入
■格付の基本的な考え方

現職、職歴、業績、専門性、著名度等を勘案し、各部局教授会等において決定してください。一般的な判断基準は概ね以下のとおりです。

(1)客員教授

①他の大学や研究機関で教授またはそれに相応する職にある（あった）もの

②高度研究機関(大企業の設置する主要研究所等)の研究所責任者級の職にある（あった）もの

③大阪市立病院の病院長または副院長の職にある（あった）もの
④中央官庁の局・部長級（地方の局長級）の職にある（あった）もの

⑤一流民間企業の部長級以上の職にある（あった）もの

⑥その他、教授に相当すると認められる研究業績を有するもの
(2)客員准教授
①他の大学や研究機関で准教授またはそれに相応する職にある（あった）もの

②高度研究機関(大企業の設置する主要研究所等)の首席研究員級の職にある（あった）もの

③大阪市立病院の診療科部長、または大規模病院の副院長以上の職にあるもの
④中央官庁の課長級（地方の部長級）以上の職にある（あった）もの

⑤一流民間企業の課長級以上の職にある（あった）もの

⑥その他、准教授に相当すると認められる研究業績を有するもの

(3)客員研究員
上記以外のもの
○大阪市立大学客員研究員規程
平成31年４月１日
規程第436号
（趣旨）
第１条　この規程は、大阪市立大学（以下「本学」という。）における客員研究員の取扱いについて必要な事項を定めるものとする。
（客員研究員）
第２条　学外の学術研究者との交流を図ることによって学術の進展に寄与するため、本学において高度の研究に従事しようとする者を客員研究員として受け入れることができる。
２　前項のほか、本学の発展に寄与するため、特に協力を必要とする者を客員研究員として受け入れることがある。
（条件）
第３条　客員研究員は、次の各号のいずれかに該当する場合に受け入れるものとする。
(1)　特定の研究の発展のために、学外の研究者の協力を必要とする場合
(2)　本学の教員と共同研究をする場合
(3)　その他大阪市立大学長（以下「学長」という。）が特に必要と認めた場合
（申請）
第４条　客員研究員を受け入れようとする部局の長は、教授会又は教員会議の議に基づき、所定の書類を添えて学長に申請しなければならない。
（承認）
第５条　前条の申請があったとき、学長は、申請を適当と認めたときは、受入れを承認する。
２　教育推進本部長、学術・研究推進本部長及び国際化戦略本部長は、前項の承認にあたり、学長に対して意見を述べることができる。
（研究期間）
第６条　研究期間は、１年以内とする。ただし、必要がある場合には、延長を承認することができる。
（待遇）
第７条　客員研究員には、給与その他の給付は支給しない。
（施設の利用）
第８条　客員研究員には、学術情報総合センターその他必要な施設の利用を認めることができる。ただし、特に研究室の措置はしない。
（経費）
第９条　客員研究員の実験等に要する経費は、これを徴収する。
（客員教授等）
第10条　客員研究員のうち、本学教授に準ずる資格を有する者に対しては客員教授、本学准教授に準ずる資格を有する者に対しては客員准教授を称せしめることができる。
（施行の細則）
第11条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。
附　則
この規程は、平成31年４月１日から施行する。
客員研究員調書の記入例









